
図１ 2022 年度 障がい別実人数内訳 

 

 職能科通信 55 号 
 

 

新年度を迎えて  
当科業務運営に際して、平素より格別のご高配を賜

り厚くお礼申し上げます。新年度を迎え、皆様いかが

お過ごしでしょうか。 

職能科は、神奈川リハ病院のリハビリテーション部

に組織され、入院・外来患者さんと七沢自立支援ホー

ム（障害者支援施設）利用者さんへ職業リハビ

リテーションサービスを提供しております。 

今年度は、職員の退職に伴う役割の変更が生じておりますが、新規入職者 1 名を迎え、

計 8 名（作業療法士 3 名含む）の体制で支援を行なってまいります（写真１）。 

コロナ禍における状況も少しずつ変化してきていますが、院内においてはもうしばらく

感染に配慮した対応が続きそうです。そういった状況下で、この通信を通して私たちの活

動をご報告させていただくとともに、サービスの質の向上に努めてまいりたいと思います。

今後とも、ご指導とご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 
2022 年度の支援のまとめ 

2022 年度は担当医から 802 件の訓練指示書（処方）を受け支援を行いました。その

内訳は、入院 288 件、外来 511 件、七沢自立支援ホーム 3 件でした。実人数 500 人

の障がい別内訳では、外傷性脳損傷・脳血管障がい・脳疾患など脳損傷の方が 76.2％、

脊髄障がい・その他(難病、切断、視覚障がいなど)の方は 23.8％でした（図 1）。また、

就職・復職をされた方は 80 名でした（表１）。         （科長 今野 政美） 

 

 

【職員募集のお知らせ】 当院ホームページよりお申し込みください 

・「職業指導員（正規職員・臨時職員）」…入院・外来患者さんへの作業・就労支援 
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表１ 2022 年度 就労者数 

写真１ 職能科職員 

新規就労 復職 自営 計

脳外傷 0 7 1 8

脳卒中 4 42 9 55

脳疾患 0 8 1 9

脊髄障害 0 5 1 6

その他 0 1 1 2

計 4 63 13 80



 

【職能科の最近の取り組みについて】 

2018 年より職能科配属となり、2023 年 4 月 1 日付で職能科の総括主査に就任いたしまし

た作業療法士の露木です。職能科での 5 年間を振り返ると、2020 年 1 月に国内で最初の新型

コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染者が確認され、その後、非常事態宣言が発令され、

感染予防対策として入院患者様は外出、外泊制限、外来患者様は時間や場所の制限、グループ訓

練の中止、職員は業務外の行動制限が行われ、今まで当たり前に行われていたことが行えなくな

り常識や価値観が大きく変化してきたことがとても印象に残ります。 

COVID-19 感染拡大で休職中の高次脳機能障がい者は通院や通所が制限されたことにより、

自宅で過ごすことを強いられ、孤立した環境となることで多くの精神的なストレスや不安を抱え

ていたと思われます。そうした状況の中、職能科では重度身体障がい者の在宅訓練プログラムを

活用し、新たに高次脳機能障がい者に向けた在宅訓練プログラムを作成し、少しでも精神的なス

トレスや不安解消に向けて取り組んできました。現在は、時間と場所を制限した中で通院が行え

るようになり、5 月 8 日に感染症法上の位置づけを 2 類相当から 5 類へ変更となったことを受

け、グループ訓練再開に向けて準備を開始していく予定です。 

COVID-19 によるマイナス面の影響を数え上げたらきりがありませんが、職場環境の変化に

より在宅勤務の増加や、多様な就業形態へ社会は変化してきたと考えられます。私たちは

COVID-19 感染拡大の影響を受けた中で、社会の常識は刻々と変化し、新しい態形やツールが

生まれ、変化に合わせた対応を模索することを学びました。 

今回の職能科通信は、新しい取り組みとして今話題の ChatGPT にプロンプト（作業指示）と

文章を入力し文章校正を行ってみました。文章の内容は置いておいて、誤字脱字などが修正され

たことは驚きです。人工知能についても、どのようにそのツールを使用するか検討は必要だと思

いますが、今後、職業リハビリテーションにも影響を与えるツールの一つとなると考えられます。 

最後になりますが、現在も病院内は入院患者様も外来患者様も安心して過ごすことができるよ

うに、新型コロナウイルス感染対策は社会の変化に合わせて続いていくと思われます。医療従事

者として、より一層、感染対策を行いながら革新的で質の高い職業リハビリテーションを提供で

きるように努めてまいります。引き続き、皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろし

くお願いいたします。（総括主査 作業療法士 露木拓将） 

 

  

新規入職者の紹介 
今年の 3 月まで北海道の大学で社会福祉を学び、４月から新社会人になりました。                                

職能科での仕事や神奈川での生活など、すべてが初めてで分からないことばかりですが、 

少しずつ成長していけるように頑張りたいと思います。  

これからよろしくお願いします。（社会福祉士 皆上 千夏） 


